
 日本遺産・葛城修験文化を巡る②
～政基公旅引付～

「日本遺産」に追加認定された「葛城修験 － 里人とともに守り
伝える修験道はじまりの地」のストーリーを構成する泉佐野市の
文化財等を紹介します。

問合先　文化財保護課

　政基公旅引付は戦国時代、日根荘の領主であった九条政基が入山田
村長福寺に4年間滞在していた時に記した日記です。文亀元（1501）
年～永正元（1504）年にかけての村の生活や人びとの様子がいきいき
と記されています。特に滝宮（火走神社）、七宝瀧寺での雨乞いの儀式は、
中世日本の自立的な村の姿が克明に記され、また行われた盂蘭盆の行
事の意味、念仏風流、猿楽能などから芸能水準が高いことが伺われます。
　雨乞いの儀式については、七宝瀧寺の修験者が滝宮の里人とともに
雨を降らす神事をし、それでも降らなかった場合は、最終手段として
七宝瀧寺の行者の滝に不浄のもの（鹿頭など）を投げ込み、神を怒ら
せて雨を降らせたと記されています。
　この「政基公旅引付」は、原本は宮内庁書陵部で所蔵されていますが、
歴史館いずみさのには、日本唯一の複製品を展示しています。

▲政基公旅引付
※写真は歴史館いずみさの発行の図録から
転載（原本は宮内庁書陵部所蔵）
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レイクアルスタープラザ・レイクアルスタープラザ・
カワサキ歴史館いずみさのカワサキ歴史館いずみさの
☎469-7140 Fax469-7141☎469-7140 Fax469-7141
休館日休館日　　月曜日、毎月最終木月曜日、毎月最終木
曜日（いずれも祝日の場合は曜日（いずれも祝日の場合は
開館し、その翌日が休館）開館し、その翌日が休館）
開館時間開館時間
午前9時～午後5時午前9時～午後5時
（入館は午後4時30分まで）（入館は午後4時30分まで）
入館料入館料　無料　無料

 「
聯れ

ん
た
い隊
通
信
」

　

９
月
10
日
㈰
ま
で
開
催
中
の
夏

季
特
別
展
「
近
代
の
泉
佐
野
」
に
関

連
し
、
今
回
は
「
聯
隊
通
信
」
を
紹

介
し
ま
す
。

　
「
聯
隊
通
信
」
と
は
、
大
正
初
期

に
歩
兵
第
三
十
七
聯
隊
が
月
刊
で

発
行
し
た
、
入
営
中
の
現
役
兵
の
留

守
家
族
に
宛
て
た
広
報
紙
で
す
。
ま

ず
、
歩
兵
第
三
十
七
聯
隊
と
泉
佐

野
の
関
係
に
つ
い
て
み
て
い
き
ま

し
ょ
う
。
明
治
41
（
１
９
０
８
）
年

の
佐
野
村
の
「
兵
員
表
」
に
よ
る
と
、

同
年
在
営
中
の
現
役
兵
32
人
の
う

ち
、
陸
軍
は
28
人
、
海
軍
は
４
人
で

し
た
。
中
で
も
陸
軍
に
お
け
る
兵
種

の
比
率
は
歩
兵
が
一
番
多
く
、
こ
の

兵
員
表
に
お
い
て
も
過
半
数
の
15

人
が
歩
兵
で
し
た
。
こ
の
時
期
に
泉

佐
野
市
域
で
徴
集
さ
れ
た
歩
兵
は
、

明
治
29
（
１
８
９
６
）
年
に
創
設
さ

れ
た
、
大
阪
市
の
法
円
坂
を
駐
屯
地

と
し
た
歩
兵
第
三
十
七
聯
隊
に
入

営
し
ま
し
た
。

　

で
は
、
そ
の
歩
兵
第
三
十
七
聯
隊

は
、「
聯
隊
通
信
」
を
通
じ
て
、
現

役
兵
の
家
族
や
地
域
社
会
に
対
し
て

ど
の
よ
う
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
し

た
の
で
し
ょ
う
か
。
ま
ず
、
大
正
２

（
１
９
１
３
）
年
、
歩
兵
が
入
営
す

る
12
月
に
、
心
配
す
る
留
守
家
族
へ

向
け
た
「
聯
隊
通
信
」
第
１
号
が
届

き
ま
す
。
そ
こ
で
は
「
去
ル
一
二
月

一
日
、
皆
サ
ン
ノ
子
弟
ハ
無
事
ニ
入

営
セ
ラ
レ
、
日
々
熱
心
ニ
学
術
科
ニ

御
勉
強
中
デ
ア
リ
マ
ス
カ
ラ
御
安
心

下
サ
イ
」
と
留
守
家
族
に
語
り
か
け

て
い
ま
す
。
次
に
家
族
か
ら
の
質
問

に
答
え
る
よ
う
、
軍
隊
の
行
事
や
兵

営
の
様
子
を
伝
え
、
留
守
家
族
の
心

得
る
べ
き
こ
と
を
わ
か
り
や
す
い
表

現
で
伝
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

当
時
、
多
く
の
留
守
家
族
が
心
配

し
た
の
は
私
的
制
裁
で
し
た
。
入
営

し
た
兵
は
、
１
年
目
は
初
年
兵
と
呼

ば
れ
、
最
下
級
の
二
等
卒
と
し
て
、

中
隊
を
数
個
に
わ
け
た
内
務
班
に
分

属
さ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
は
２
年
目
の

兵
（
古
兵
）
と
起
居
を
共
に
し
て
い

ま
し
た
が
、
日
課
に
不
慣
れ
で
要
領

の
悪
い
初
年
兵
は
、古
兵
や
下
士
（
兵

の
中
か
ら
志
願
し
て
選
抜
さ
れ
た
職

業
軍
人
）
か
ら
私
的
制
裁
に
さ
ら
さ

れ
る
こ
と
も
多
か
っ
た
の
で
す
。
こ

う
し
た
こ
と
を
受
け
、「
聯
隊
通
信
」

で
は
、「
軍
隊
デ
ハ
、
上
官
ヤ
古
兵
ガ

下
級
ノ
モ
ノ
ヤ
新
参
者
ヲ
虐
待
ス
ル

モ
ノ
ト
世
間
ノ
人
ノ
ナ
カ
ニ
ハ
想
像

サ
レ
テ
居
ル
模
様
デ
ア
リ
マ
ス
ガ
、

今
日
ノ
進
歩
シ
タ
軍
隊
ハ
決
シ
テ
其

ノ
様
ナ
コ
ト
ハ
ア
リ
マ
セ
ヌ
」
と
強

調
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
家
庭

の
団だ
ん

欒ら
ん

の
よ
う
な
日
々
を
過
ご
し
て

い
る
様
子
や
、
日
課
を
真
面
目
に
こ

な
せ
ば
学
術
・
技
術
も
身
に
つ
き
、

退
営
後
の
再
就
職
も
有
利
と
な
り
、

下
士
と
な
れ
ば
小
事
業
の
資
金
も
蓄

え
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
っ
た
、
兵

士
の
進
路
に
つ
い
て
も
留
守
家
族
に

宛
て
て
発
信
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
「
聯
隊
通
信
」
の
内
容
と
、

歩
兵
第
三
十
七
聯
隊
の
実
態
が
一
致

し
て
い
た
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
歩
兵
第
三
十
七
聯
隊
が
こ
う
し

た
軍
隊
像
を
留
守
家
族
や
地
域
社
会

に
発
信
し
て
い
た
の
は
、
時
代
の
潮

流
に
対
応
し
よ
う
と
し
て
い
た
か
ら

だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
当
時
の
大
正

デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
風
潮
の
中
、
軍
隊

内
部
に
も
国
民
に
支
持
さ
れ
る
軍
隊

を
目
指
す
動
き
が
あ
っ
た
と
同
時
に
、

新
た
な
総
力
戦
体
制
に
応
じ
た
軍
隊

も
目
指
し
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。

　

こ
の
「
聯
隊
通
信
」
は
、
特
別
展

に
て
展
示
中
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
ご

覧
く
だ
さ
い
。
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